


























































































































































































































































































申所実也此三人之内 一人御座なく共 両 しても
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、 「それかし」 「拙者」 「彼御方」等はそれに該当するで





































































































































川野絵梨「 「越後文書宝翰集」の表記について─色部氏文書・三浦和田氏文書を中心として─」 （ 「東京女子大学論集」
66巻
注号、二〇一六































































小林芳規「中世片仮名文の国語史的研究」 （ 「広島大学文 部紀要」
注0
巻
注号、一九七一年三月）
注
注0	 『日本国語大辞典第二版』第三巻、小学館、二〇〇一年
注
注注	
土井忠生、森田武『新訂国語史要説』修文館、一九七五年
注
注注	
沖森卓也編『日本語史』おうふう、一九八九年
注
注注	
注
注注に同じ。
注
注注	 『風姿花伝
　
影印三種』 （和泉書院、一九八四年）
注
注5	 『日本名跡叢刊
57』 （二玄社、一九八二年）
（かわの
　
えり
　
博士後期課程在籍）

